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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成23年8月18日(2011.8.18)

【公開番号】特開2010-15660(P2010-15660A)
【公開日】平成22年1月21日(2010.1.21)
【年通号数】公開・登録公報2010-003
【出願番号】特願2008-176891(P2008-176891)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  19/00     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/76     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/765    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/781    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/63     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  19/00    １００Ｈ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３０１　
   Ｈ０４Ｎ   5/76    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/781   ５１０Ｍ
   Ｈ０４Ｎ   5/63    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月5日(2011.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送信号を受信可能な表示装置に接続され、内蔵する記録部または装着された記録媒体
に記録された映像データ及び受信した放送信号から生成した映像データを前記表示装置に
対して出力可能な記録再生装置において、
　前記表示装置で表示中の映像データの入力源を示す入力選択情報を取得する取得手段と
、
　放送信号から生成した映像データを前記表示装置に出力中であり、かつ、前記取得手段
で取得した入力選択情報が当該記録再生装置から出力した映像データの入力を受ける第１
の選択状態を示している場合には、現在出力中の映像データに対応する放送チャンネルの
情報および当該放送チャンネルの映像を画面に表示する第２の選択状態とする指示コマン
ドを前記表示装置に送信する制御手段と、を有し、
　前記制御手段は、前記指示コマンドの送信後、前記取得手段で取得した入力選択情報が
前記第２の選択状態を示していることを確認し、当該記録再生装置の消費電力量を抑制す
る第１の低消費電力状態に遷移させる制御を実行することを特徴とする記録再生装置。
【請求項２】
　更に、前記記録部または装着された記録媒体に記録された映像データを再生する再生手
段を有し、
　前記再生手段による映像データの再生が停止した後、前記取得手段で取得した入力選択
情報が前記第１の選択状態を示している場合に、前記制御手段は、前記表示装置を前記第
２の選択状態とする指示コマンドを前記表示装置に送信することを特徴とする請求項１に
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記載の記録再生装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記取得手段で取得した入力選択情報が前記第２の選択状態を示して
いることを確認し、当該記録再生装置を前記第１の低消費電力状態に遷移させる前に、前
記第１の低消費電力状態よりも起動の早い低消費電力状態である第２の低消費電力状態に
遷移させ、前記第２の低消費電力状態に遷移してから一定時間、当該記録再生装置に動作
を促す要求がない場合には当該記録再生装置を前記第１の低消費電力状態に遷移させる制
御を実行することを特徴とする請求項１または２に記載の記録再生装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記第２の低消費電力状態に遷移したことを前記表示装置に表示する
ように、前記表示装置に対して制御指示を行うことを特徴とする請求項１乃至３のいずれ
か１項に記載の記録再生装置。
【請求項５】
　放送信号を受信可能な表示装置に接続され、内蔵する記録部または装着された記録媒体
に記録された映像データ及び受信した放送信号から生成した映像データを前記表示装置に
対して出力可能な記録再生装置の制御方法であって、
　前記表示装置で表示中の映像データの入力源を示す入力選択情報を取得する取得ステッ
プと、
　放送信号から生成した映像データを前記表示装置に出力中であり、かつ、前記取得ステ
ップで取得した入力選択情報が当該記録再生装置から出力した映像データの入力を受ける
第１の選択状態を示している場合には、現在出力中の映像データに対応する放送チャンネ
ルの情報および当該放送チャンネルの映像を画面に表示する第２の選択状態とする指示コ
マンドを前記表示装置に送信する制御ステップと、を有し、
　前記制御ステップでは、前記指示コマンドの送信後、前記取得ステップで取得した入力
選択情報が前記第２の選択状態を示していることを確認し、当該記録再生装置の消費電力
量を抑制する第１の低消費電力状態に遷移させる制御を実行することを特徴とする記録再
生装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は上記目的を達成するため、放送信号を受信可能な表示装置に接続され、内蔵す
る記録部または装着された記録媒体に記録された映像データ及び受信した放送信号から生
成した映像データを前記表示装置に対して出力可能な記録再生装置において、前記表示装
置で表示中の映像データの入力源を示す入力選択情報を取得する取得手段と、放送信号か
ら生成した映像データを前記表示装置に出力中であり、かつ、前記取得手段で取得した入
力選択情報が当該記録再生装置から出力した映像データの入力を受ける第１の選択状態を
示している場合には、現在出力中の映像データに対応する放送チャンネルの情報および当
該放送チャンネルの映像を画面に表示する第２の選択状態とする指示コマンドを前記表示
装置に送信する制御手段と、を有し、前記制御手段は、前記指示コマンドの送信後、前記
取得手段で取得した入力選択情報が前記第２の選択状態を示していることを確認し、当該
記録再生装置の消費電力量を抑制する第１の低消費電力状態に遷移させる制御を実行する
ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　Ｓ２０２において、記録再生装置１の制御部２は、再生停止後、再生前に設定されてい
たチャンネルの放送波を表示装置１４へ出力する。このＳ２０２を実行するため、制御部
２は、映像選択部９に対して、放送受信部４で受信した映像を選択して映像出力部１０へ
転送するように指示する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　次のＳ３１０では、Ｓ３０９でスタンバイ通知後一定時間内に視聴者から電源ＯＮなど
の指示、つまり記録再生装置１０１に動作を促す要求があったか否かを判定し、指示があ
った場合（ＹＥＳ）には、Ｓ３１５へ移行する。Ｓ３１５では、表示装置１０２に、記録
再生装置１０１が接続されている外部入力を選択して出力するよう、映像入力選択状態の
切り替えを指示する。この制御は、電源ＯＮの指示を外部命令受信部１２で受信してその
命令を制御部２が受ける。制御部２は、電源制御部７へ全てのブロックを電源ＯＮにする
よう指示する。全てのブロックが起動した後、制御部２は、表示装置制御部２１に外部通
信部１１及び表示装置外部通信部１９を介して映像入力選択状態の切り替えを指示する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　Ｓ３１３で視聴者から電源ＯＮの指示があった場合（ＹＥＳの場合）は、制御部２は、
第２のスタンバイ状態から復帰させて、Ｓ３１５へ移行する。Ｓ３１３で視聴者から電源
ＯＮの指示が無かった場合（ＮＯの場合）は、Ｓ３１４へ移行して第１のスタンバイ状態
へ遷移後、処理は終了する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】

【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】
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